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●協働で得られるもの
●協働の担い手(第一弾)
●共感のひろげ方

＼岡山市発／
協働で社会をよくする仕組み、紹介マガジン



協働により得られるものって何？

■協働相手に求めていた役割や期待していたことは何ですか？

実際に地域猫活動をしている活動者としての率直な意見や活動実施す

るうえでの問題点を抽出していただくこと。また、行政という立場で

は発想できないアイデアを提案してもらうことを期待していました。

■協働を通じてどんな効果が生まれましたか？

協働団体が飼い主のいない猫の多い地域での経験事例などを踏まえ、市民に

説明会を実施することで、地域ごとの課題解決へのヒントとなり、実際に活

動する団体が増え、地域猫活動が広がっていきました。

■よりよい協働の実践に向けた提言や助言をお願いします

まだまだ事業は継続中ですが、ESD・市民協働推進センターの伴走支

援を受けながら、協働団体と率直な意見交換を行い、行政・民間のそ

れぞれの利点を生かし協働していくことが重要ではないかと思います。

人と猫が共生できる社会の実現を目指し、飼い主のいない猫対策について検討しています。
平成29年度に市民協働推進ニーズ調査事業を、平成30年度からは市民協働推進モデル事
業を実施しています。
担当課である岡山市保健所衛生課の担当者に、協働事業についてインタビューしました！

地域猫活動の普及啓発事業及び活動推進事業

NPO法人岡山ニャンとかし隊×岡山市保健所衛生課

協働事業の
実践事例

平成29年度
ニーズ調査事業

地域猫活動への理解
促進の必要性、参加
の機会提供の必要性
が明らかになった。

平成30年度
モデル事業１年目

団体と行政の協働で
飼い主のいない猫対
策講座・ボランティ
ア養成講座等を実施。

平成31年度
モデル事業２年目

希望地域で飼い主の
いない猫対策事業実
施及び検討中地域へ
活動推進を実施。

岡山市で実施された協働事業から、

「協働」により得られるものを見ていきましょう。



NPOと行政が互いの長所を活かせるように役割分

担をしたことで、地域猫活動の普及啓発および活動

推進がはかどりました。

長所を理解し合ったことで「人と猫が共生できる

社会の実現」という目的に向かって、より効果的な

アプローチを考えることができる関係になりました。

地域猫活動から知る協働事業のポイント

明確な役割分担
長所を活かした説明会の効果

目的意識の共有

NPOと行政では、得意なこと、アプ

ローチできるところ、持っている資源が

異なります。地域猫活動では互いの得意

や長所を話し合い、お互いの役割を明確

にしていきました。

また、実際に現場で活動するNPOだか

らこそ気づくこと、生まれるアイデアが

あります。その実感をNPOの持つ資源と

捉え、前向きに議論をすることで、お互

いのことをより深く理解することができ

ます。

市民向けの説明会などを開催する際、

行政あるいは団体だけで行うことも多い

でしょう。しかし、行政だけでは活動経

験を活かした生の声は届けられず、NPO

だけでは市民から高い信頼を得られない

場合もあります。

地域猫活動では、NPOの経験値や現場

の感覚、行政の信頼性や情報発信力とい

う長所を活かしあった官民合同の説明会

を実施し、地域猫活動の参加地域が増え

るといった効果が得られました。

協働事業をしていると、時にNPOと行政で意見が異なることもあるかもしれま

せん。地域猫活動の場合もこれまでにそうしたことがありましたが、事業の目的

は何かを振り返り、目的のために今何が必要か率直に意見を交わすことが、互い

の信頼関係をいっそう確かにすることにつながります。

地域猫活動ではこうした歩みを経て「人と猫が共生できる社会の実現」という

目的に向かって効果的な事業を考えられるようになりました。



岡山市の協働を進めるためのしくみ

●多種多様な団体の協働による、地域社会の課題解決に関する取組を推進するため、住民

自治組織、NPO、事業者、学校等で構成された「協働推進委員会」を設置しています。

●市民協働推進本部を設置するとともに、関係各課に協働推進員を配置しています。各課

は協働の視点で施策を見直すとともに、協働提案の窓口となり、協働事業の実現に努め

ています。

●協働の取組を推進するために、市民の意見交換の場として、毎年、協働フォーラムを開

催しています。

行政は法に基づいて政策やサービスを実行し
ています。市民との協働においては以下のよう
な役割を担うことが一般的です。

信頼

情報

施策

行政の強み ～制度をつくり、社会の基盤をつくる～

①不特定多数へ向けた情報発信

②情報公開（アカウンタビリティ）

➂信頼性の担保

④リスクや法令への配慮

⑤施策化や施策の見直し

地域や社会の課題を解決するために、

NPOなどの市民活動団体、行政、学校、住

民自治組織、企業など、多くの人や組織が

さまざまな取組を行っています。

しかし、課題の構造は複雑で、ひとつの

組織によるアプローチだけでは解決できな

いことも多々あります。そこで効果的なの

が「協働」というアプローチです。

協働とは、課題解決に取り組む複数の組

織がお互いに自組織の得意分野を活かしな

がら、組織の枠を超え、力を合わせて社会

課題の解決を目指すものです。

協働の担い手には、市民活動団体、行政、

学校、企業などさまざまな組織があります。

今号では、行政とNPOの協働における強み

をみていきます。

協働の担い手は？

社会
課題



①必要な時に動くことのできる即応性

②必要なサービスを提供できる柔軟性

➂マイノリティを尊重する多様性・当

事者性

④利益や権益に縛られない非営利性

⑤社会への発信力・提言力

NPOの強み

NPOは社会課題の解決をミッションとする民間
の非営利組織です。NPOの強み・特徴として、
以下のようなものが考えられます。

HELP

OK!

～課題の認知を拡げ、
課題解決のための出番を増やす～

NPOを知る～協働相手としてのNPO～

●活動内容

・そのNPOの目的(ミッション)は何か

・これまでの活動実績と協働したい事業との関連

●事業実施力

・事業実施計画は妥当なもので、対象のニーズを

十分に把握したものであるか

●財政状況

・適正な会計処理が行われているか

・収支状況、経理状況は健全な状態か

●組織・運営体制

・役員体制や事務局の体制、意思決定の

方法は事業実施に十分な状況か

効果的な協働事業の実施のためにNPOを知るための４つのポイントを紹介します。

参画・提言

委員会や審議会等の仕組みをつく

り、さまざまな立場の人の意見や

提案を施策に生かしていく。

～さまざまな協働のかたち～

共催・事業協力

異なる組織同士で共に事業を実

施する。目的を共有、対等な立

場で十分な検討のうえ、それぞ

れの役割分担と責任の所在を明

らかにしておくことが重要。

補助

事業費の一部を補助金と

して交付する。補助の趣

旨や範囲などを確認する

必要がある。

後援

名義後援することにより信頼性が

向上する。広報や場所・物品提供

などの協力が含まれる場合もある。

委託

専門知識や実践経験の豊富

な組織に委託して事業を実

施する。

受託者が十分に力を発揮す

るために、事業実施の手法

や手順について受託者の創

意工夫が生かせるような仕

組みになっていることが、

いっそう協働による成果の

創出につながる。

異なる組織同士の協働には、さまざまなかたちがあります。
事業の目的や内容などに応じて、最も適切な協働のあり方を
考えましょう。



コミュニティ・オーガナイジングとは、市民の力で社会を変えていくための方法・
考え方です。
社会を変えるためには、成果や価値を効果的・効率的に具現化する必要があります。

そのためには周囲の人々も巻き込んで、自分自身を奮い立たせ、周囲に共感してもら
える目的や目標を定め、すでに手元にある資源だけでなく、周囲や外部からも資源を
集めることが大切です。

ESD・市民協働推進センターでは、NPO法人コミュニティ・オーガナイジング・
ジャパンの協力により、この手法を学ぶワークショップをこれまでに５回実施、人を
まき込み、事業を大きくするためのリーダー育成研修を行いました。

人が行動を起こす時、
そこには必ず共感する背景がある。

なぜ自分が行動を起こしたか、
自身の背景を語り聞き手の共感を呼ぶ、
コミュニティとしての一体感を創り出す。
いま行動を起こすことの必要性を語り、

共に行動する仲間を増やす。

これらの視点の組み合わせが、
人や社会を動かす力になる。

関係構築

ボランティア活動を継続的に行うに

は、メンバー同士の強い関係の構築

が鍵となります。ボランティア活動

では、共通の目的を持ち、成長し学

び合える関係づくりが必要です。

関係構築の方法はたくさんあります

が、特に一対一で話すことによる関

係構築を重視しています。

チーム構築

活動推進のためには、数人

～10人程度の核となるチー

ム構築が重要です。

多様なスキル・性格・人脈

などをもつ人が、共通の目

的に向かって相互補完しな

がらリーダーシップをチー

ムとして発揮できる組織を

構築します。

戦略

目的を達成するためには、

自らの状況や持っている資

源(時間やお金・スキル・

人脈など)を分析すること

が大切です。

それらをどう使って状況を

変えていけるか、創造的な

戦略を立てることが必要で

す。

アクション

課題解決のために資源を結

集し展開することがアク

ションです。

多くの人が積極的に参加す

るためには、つながりや背

景の説明、具体的に参加で

きる場の設定や役割の提供

などによるアプローチが不

可欠です。

●仲間を増やすための４つの要素●

共感のひろげ方
～コミュニティ・オーガナイジングとは～



三
好
さ
ん
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン

グ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
Ｃ
Ｏ
Ｗ
）
を
第
一
期

生
で
受
講
。
そ
の
後
も
コ
ー
チ
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー

育
成
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
受
講
し
て
気

づ
い
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｃ
Ｏ
Ｗ
を
知
っ
た
の
は
自
組
織
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化

を
考
え
始
め
た
頃
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
学
ぶ
、
と

い
う
こ
と
に
惹
か
れ
て
受
講
し
ま
し
た
。
一
期
生
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
精
力
的
に

活
躍
す
る
人
ば
か
り
。
そ
の
熱
量
に
引
っ
張
ら
れ
、

夢
中
で
や
り
き
り
ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｗ
で
は
「
ひ
と
を
動
か
す
た
め
の
活
動
」
と

し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
考
え
ま
す
。
そ
の
際
「
こ
の

人
達
と
取
り
組
む
課
題
は
違
う
け
れ
ど
、
一
緒
に
で

き
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
」
と
気
が
付
き
ま
し
た
。

ポ
ケ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
は
、
「
重
い
病
気
を
抱
え
る

子
ど
も
た
ち
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
隙
間
に
埋
も
れ

が
ち
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
団
体
で
す
。
か
つ
て
は

関
係
者
を
い
か
に
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
し
、
ど
う
解
決

に
向
か
っ
て
い
く
か
を
中
心
に
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

Ｃ
Ｏ
Ｗ
の
受
講
を
機
に
、
色
ん
な
人
に
関
わ
っ
て
も

ら
う
在
り
方
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
人
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
上
で
大
切
に
し
て
い

る
の
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

人
を
ま
き
込
む
に
は
「
自
分
に
も
関
係
し
て
い
る

こ
と
だ
」
と
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
一
般
の
人
の
共
感
も
呼
ぶ
伝
え

方
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
「
小

児
が
ん
で
治
療
を
頑
張
っ
て
い
る
○
○
ち
ゃ
ん
」
と

い
っ
た
子
ど
も
の
例
だ
け
で
は
、
も
と
も
と
関
心
を

寄
せ
て
く
れ
て
い
る
人
や
関
係
性
の
深
い
人
に
し
か

届
き
ま
せ
ん
。
世
の
中
の
一
般
層
に
と
っ
て
は
「
自

分
が
関
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
な
り
が
ち
で
す
。

け
れ
ど
、
事
業
や
制
度
な
ど
、
相
手
が
関
わ
れ
る

も
の
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
一
緒
に
取
り
組
む
機
会

が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
相
手
の
困
っ
て

い
る
こ
と
は
何
か
、
一
緒
に
取
り
組
め
る
ポ
イ
ン
ト

は
ど
こ
か
を
考
え
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

「
私
の
こ
と
」
を
話
す
の
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ

を
「
私
た
ち
の
こ
と
」
と
し
て
伝
え
る
こ
と
で
仲
間

を
増
や
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

相
手
の
活
躍
で
き
る
役
割
を
一
緒
に
考
え
る
の
で
す

ね
。「

自
分
た
ち
だ
け
で
や
る
の
で
は
な
く
、
相
手
を

ま
き
込
む
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
を
考
え
た
時
、

大
切
な
の
は
「
資
源
の
交
換
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
に
は
何
が
で
き
て
、
相
手
に
は
何
が
で
き

る
の
か
。
お
互
い
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
お
互

い
活
躍
で
き
、
と
も
に
良
く
な
る
方
法
を
考
え
る
。

た
と
え
ば
、
ポ
ケ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
に
は
年
間
30

～

40

人
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
ま
す
。
多
く

は
教
員
志
望
の
学
生
で
す
。
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
は
十
分
に
学
ぶ
時
間
を
と
り
づ
ら
い
病
弱
児
に
つ

い
て
学
び
、
実
践
で
き
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ポ
ケ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
も
、
病
弱
児
支

援
に
つ
い
て
学
ん
だ
人
が
将
来
教
員
に
な
り
子
ど
も

た
ち
に
関
わ
る
と
い
う
の
は
、
将
来
的
な
子
ど
も
た

ち
の
環
境
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
学
生
が
そ
の

後
教
師
に
な
り
、
特
別
支
援
学
校
や
病
院
内
の
学
級

の
担
当
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

岡
山
市
で
も
協
働
事
業
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。

岡
山
市
健
康
づ
く
り
課
と
慢
性
疾
患
を
抱
え
る
児

童
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
事
業
を
市
民
協
働
推
進
モ

デ
ル
事
業
か
ら
行
い
、
一
般
施
策
化
し
て
い
ま
す
。

協
働
事
業
は
現
場
を
み
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

定
期
的
な
打
合
せ
に
よ
り
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い

き
ま
し
た
。

工
夫
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
「
細
や
か
な

連
絡
と
、
細
や
か
な
相
談
」
だ
と
思
い
ま
す
。
協
働

は
同
じ
目
標
に
た
ち
、
フ
ラ
ッ
ト
な
立
場
で
、
チ
ー

ム
と
し
て
課
題
解
決
に
あ
た
る
も
の
。

同
じ
チ
ー
ム
で
あ
る
の
に
ど
ち
ら
か
が
勝
手
に
物

事
を
進
め
た
り
、
お
互
い
に
情
報
を
十
分
に
把
握
で

き
て
い
な
い
ま
ま
で
は
バ
ラ
バ
ラ
の
動
き
に
な
っ
て

し
ま
い
、
協
働
の
十
分
な
成
果
は
得
ら
れ
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

私
が
市
民
協
働
推
進
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
だ

際
は
、
時
に
担
当
課
に
相
談
相
手
に
な
っ
て
も
ら
い
、

時
に
自
分
達
の
資
源
を
提
供
し
、
お
互
い
の
必
要
性
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長期にわたる入院や治療、療養が必要な子どもたちへの学習や復学を支援。不足しがちな社会体験を補うイベント活動、孤立感解消のためのコ
ミュニティ作り、それらに関する事業を行う。岡山市では、平成28・29年の市民協働推進モデル事業を経て、長期療養が必要な子どもに対して、
交流・学習支援・ピアサポート相談の機会を設け、社会性・健全育成・自立促進を図ることを目的とした事業（「岡山市小児慢性特定疾病児童
等相互交流支援事業」）が一般施策化。現在、この事業の受託運営を行っている。

認定特定非営利活動法人ポケットサポート 代表理事（平成27年11月法人化（平成30年4月13日に認定取得）
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平成30年度岡山市市民協働推進モデル事業
＆ニーズ調査事業報告会開催

令和元年８月７日、平成30年度岡山市市民協働推進モデル事業＆ニーズ調査事業報告会を開催しま

した。行政職員やNPO関係者、関心のある個人の方など、80名以上の方にご参加いただきました。

昨年度協働事業を実施した６つの取組について、NPO団体と担当課のみなさんから報告をいただき

ました。

今回は、６事業のうち３事業がエリアマネジメント・パークマネジメントに関係する取組というこ

ともあり、法政大学の保井先生をお招きしてエリアマネジメント・パークマネジメントのことを教え

ていただきました。

３つに分かれた分科会では、さらに深く

エリアマネジメントを考えたり、協働のポ

イントについて協働事業の経験者である団

体と担当課の方に感じたことを教えていた

だいたり、複数のNPO団体による協働事業

について検討したり、平成30年度に実施し

た各取組の特徴をふまえて多くの人に「協

働」を考えていただきました。

最新情報は

「つながる協働ひろば」

で検索！


